
山梨県 ���都留市 
死　者 �重傷者 �軽傷者 �死　者 �重傷者 �軽傷者 

建物被害 �311 �581 �5，222 �2 �81 �68 

火災 �8 �8 �8 �0 �0 �＿0 

斜面崩壊 �52 �80 �174 �1 �2 �4 

合計 �371 �669 �5，404 �3 �10 �72 
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－ ��� �� ���戯韮 
1975　1980　1985　1990　1995　2000　　2005 

（S50）（S55）（S60）、（［2）（H7）（H12）（H17） 

調査年 �����世帯数（戸） ����人口（人） �����1世帯あたり の人口（人） 

1975年（S50） �����9，554 ����32，607 �����3．4 

1980年（S55） �����10，034 ����32，901 �����3．3 

1985年（S60） �����10，466 ����33，158 �����3．2 

1990年（H　2） �����11，178 ����33，903 �����3．0 

1995年（H　7） �����12，423 ����35，398 �����2．8 

2000年（H12） �����13，128 ����35，513 �����2．7 

2005年（H17） �����13，271 ����35，017 �����2．6 

3　　　H21．8．1

近
年
の
豪
雨
や
台
風
の
異
常
発
生
な
ど
は
、

地
球
温
暖
化
の
急
速
な
進
行
が
影
響
し
て
い

る
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
報
告
書
で
は
、

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
と
地
球
の

平
均
気
温
は
今
後
も
上
昇
し
て
い
く
と
さ
れ
、

こ
れ
に
伴
う
異
常
な
ま
で
の
豪
雨
や
干
ば
つ

な
ど
の
「
極
端
な
現
象
」
も
増
加
す
る
可
能
性

が
高
く
な
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
実
際
に

短
時
間
豪
雨
の
発
生
回
数
は
、
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
気
象
庁
が
調
査
し
た
「
ア
メ
ダ
ス

観
測
地
点
1
、
0
0
0
地
点
あ
た
り
の
1
時
間

降
水
量
5
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
発
生
回
数
」

で
は
、
平
成
1
0
年
か
ら
2
0
年
ま
で
の
Ⅱ
年
間

に
お
い
て
年
平
均
2
3
9
回
と
な
り
、
こ
れ

は
昭
和
5
1
年
か
ら
飢
年
の
Ⅱ
年
間
の
約
1
・
5

倍
に
な
っ
て
い
ま
す
（
資
料
2
）
。
今
後
も
熱

帯
低
気
圧
（
台
風
）
の
強
度
が
増
大
す
る
と
と

も
に
、
大
雨
の
頻
度
も
引
き
続
き
増
加
す
る

可
能
性
が
高
く
、
洪
水
、
土
砂
災
害
な
ど
に

よ
る
被
害
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
地
震
は
必
ず
や
っ
て
く
る

都
留
市
で
の
被
害
が
予
想
さ
れ
る
地
震
は
、

「
東
海
地
震
」
と
「
南
関
東
（
首
都
）
直
下
型
地

震
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
東
海
地
震
」
は
駿
河
湾
沖
の
海
溝
に
フ
ィ

リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
ん
で
起
こ
る

地
震
で
、
今
後
0
0
年
間
に
8
7
％
の
確
率
で
起

こ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
震
の
規
模
は
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
ク
ラ
ス
（
震
度
6
弱
～
5

強
）
と
推
定
さ
れ
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
（
資
料
3
）
。

「
南
関
束
（
首
都
）
直
下
型
地
震
」
は
内
陸
部

の
活
断
層
の
活
動
に
よ
り
起
こ
る
地
震
で
、
主

に
県
東
部
地
域
に
大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ
、

今
後
0
0
年
間
に
7
0
％
の
確
率
で
起
こ
る
と
き

れ
、
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
ク

ラ
ス
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
昭
和
4
5
年
（
1
9
7
0
年
）
か
ら

頻
発
し
て
起
こ
っ
て
い
る
「
東
部
・
富
士
五
湖

地
震
」
が
あ
り
ま
す
。

災
害
弱
者
（
高
齢
者
）
人
口
の
増
大

社
会
環
境
で
近
年
、
危
惧
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
少
子
・
高
齢
化
に
伴
う
高
齢
化
人
口

の
増
大
で
す
（
資
料
4
）
。
高
齢
者
は
各
種
災

害
に
お
い
て
大
き
な
被
害
を
受
け
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
平
成
1
8
年
の
豪
雪
で
は
死
者
数

の
約
3
分
の
2
が
6
5
歳
以
上
で
あ
り
、
平
成

1
6
年
7
月
の
新
潟
・
福
島
及
び
福
井
豪
雨
で

は
2
0
人
の
死
者
の
う
ち
1
7
人
が
6
5
歳
以
上
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
に
は
、
高
齢
化
に

よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
「
共
助
」

の
力
が
落
ち
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
就
業
形

態
や
家
族
構
成
の
変
化
に
よ
り
、
災
害
が
発

生
し
た
際
に
高
齢
者
を
助
け
ら
れ
る
若
者
が

周
囲
に
い
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
1
2
年
の
東
海

豪
雨
を
例
に
と
る
と
、
独
居
高
齢
者
が
避
難

に
要
し
た
時
間
が
2
時
間
半
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
若
い
人
と
同
居
し
て
い
る
高
齢
者
が

避
難
に
要
し
た
時
間
は
1
時
間
半
と
大
幅
に

短
か
っ
た
と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
1
8
年
の
豪
雪
の
事
故
で
は
除
雪

作
業
中
の
屋
根
か
ら
の
転
落
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
1
人
で
作
業
を
行
っ
て

い
る
と
き
に
事
故
に
あ
う
こ
と
が
多
い
と
い

う
調
査
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

高
齢
化
は
、
主
に
中
山
間
地
域
な
ど
に
多

く
存
在
す
る
過
疎
地
域
で
特
に
進
行
が
早
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
地
域

で
は
、
森
林
の
管
理
に
も
支
障
が
生
じ
、
土

砂
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
の
指

摘
も
あ
り
、
高
齢
化
に
よ
る
地
域
防
災
力
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。


